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　青森空港は、昭和39年11月５日、滑走路1,200mで供用を開始し、昭和40年６月１日YS－11
型機による東京定期便が就航した。
　昭和46年４月に滑走路が1,350mに、さらに昭和48年４月には1,400mに延長され、昭和51年
７月からは東京･札幌のほか大阪にも定期便が就航した。
　しかし、1,400mの滑走路ではジェット機の離着陸が不可能であることや夏季には濃霧、また冬
季は雪国特有の気象条件に山岳性の気候も加わり就航率が低迷するなどの問題を抱えていた。
　このため、大型ジェット機の就航が可能となる最新の航空保安施設を備えた新空港の建設を望
む機運が高まり、昭和54年に新青森空港の建設地を現青森空港周辺の青森･浪岡地区を適地とする
決定がなされた。
　新青森空港は、第４次空港整備５か年計画に採択され、昭和57年10月に第１期工事に着手し、
昭和62年７月に滑走路2,000mで供用を開始した。
　また、開港と同時に運用時間が８時30分から20時までの11時間30分体制となり、東京便、札幌
便がジェット化されたことに伴い、東京日帰りが可能となるなど、利用客の利便性が向上した。
　第２期工事が進められるなか、平成元年７月に大阪便もジェット化され、平成２年３月には、
滑走路2,500mとして全面供用を開始した。
　その後、順調な利用客の伸びに伴い東京便、札幌便が増便され、平成４年７月には名古屋便が
就航し、運用時間も11時間30分から13時間となった。
　平成６年９月には、東京便のダブルトラッキング（２社乗り入れ）が実現し、また、平成７年
３月には福岡便が就航するなど、全国各地を結ぶ路線の充実が図られてきた。
　平成14年７月に、空港利用者からの要望が強かった東京便のナイトステイ（夜間駐機）が実施
されるとともに、これまで13時間であった運用時間が7時30分から21時30分までの14時間体制と
なった。
　一方、国際チャーター便の需要増加に対応するため、平成４年10月に空港ターミナルビルが
増築され、国際線に対応する施設が設置された。その後の国際定期便開設に向けた官民一体の取
り組みにより、平成７年４月にソウル便、ハバロフスク便が就航し、東北では仙台空港に続き２
番目に国際定期便が就航する空港となった。平成18年３月からはソウル便が週３往復（水・金・
日）から４往復（火・水・金・日）となったことから利用客も順調に伸びており、さらなる利用
者の利便性の向上を図るため、平成20年３月31日から発着曜日を変更し、月・水・金・日の週４
往復となった。
　平成17年４月には滑走路3,000mで供用が開始され、大型機が通年で離着陸できる機能を持つ
ことになった。また、同年12月には立体駐車場本体が完成し、さらには平成18年11月に立体駐車
場と空港ターミナルビルとを結ぶ連絡通路が完成したことにより、施設の充実・拡充及び利便性
の向上が図られてきた。
　また、濃霧による欠航便の改善等を図るため、平成15年度から進められてきた計器着陸装置等
の高カテゴリー化（ＣＡＴⅠ→ＣＡＴⅢ）事業が完了し、平成19年３月15日に供用が開始され、
その後、濃霧による欠航便数がゼロとなったことから、高カテゴリー化による信頼性の確保と利
便性の向上に大きな効果をもたらし、北東北の拠点空港として、さらなる発展が期待されている。

１　沿　　革１　沿　　革
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２　これまでの主な経緯２　これまでの主な経緯

年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　項
昭和37年８月２日 青森空港設置許可（空飛第261号）

９月１日 青森空港建設工事着手
39年８月１日 同上工事完成

11月５日 青森空港供用開始（滑走路1,200m×30m、エプロンYS用2バース、運用時間９時～17時）
40年６月１日 青森～東京便就航
43年10月３日 青森空港の飛行場灯火の供用開始（滑走路灯、誘導路灯、ＶＡＳＩＳ等）
44年７月１日 青森～札幌便就航
46年４月24日 滑走路延長供用開始（1,200m→1,350m）
47年３月27日 滑走路拡幅供用開始（30m→45m）
48年４月１日 滑走路延長供用開始（1,350ｍ→1,400m）

49年３月31日 化学消火装置施設完成（着陸帯内固定消火栓）
空港ターミナルビル増築完成

50年11月30日 駐車場拡幅整備
51年７月１日 青森～大阪（伊丹）便就航

11月30日 エプロン拡幅工事完成
53年３月25日 空港ターミナルビル増築完成（ホールディングルーム設置）
54年12月11日 滑走路嵩上工事完成
56年11月１日 青森～東京便通年運航
62年７月18日 空港休止（新空港へ移転）

⑴ 旧　空　港

年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　項
昭和54年８月30日 新青森空港の建設地を現青森空港周辺の青森・浪岡地区を適地とし、県議会全員協議

会に報告し、決定した
10月１日 新空港建設対策室を設置

55年３月24日 県議会に新青森空港特別委員会設置
56年４月11日 県土木部に空港建設局設置
57年４月１日 青森空港建設事務所設置

10月14日 新青森空港起工式
62年７月19日 新空港第1期供用開始（滑走路2,000ｍ×60ｍ）

運用時間が11時間30分（８時30分～20時）となる
飛行場灯火第1期供用開始
空港ターミナルビル開館
青森～東京便、青森～札幌便ジェット化

７月30日 計器着陸装置（ＩＬＳ）第1期供用開始
63年12月１日 青森～大阪（伊丹）便ジェット化（2便中1便）

平成元年７月22日 青森～大阪（伊丹）便全便ジェット化
２年３月24日 新空港第２期全面供用開始（滑走路2,500ｍ×60ｍ、平行誘導路、エプロン５バース）

航空灯火の第２期供用開始
小型機専用エプロン供用開始（６バース）
ＩＬＳ（ＬＬＺを除く）供用休止（滑走路延長に伴う移設のため）

７月26日 計器着陸装置（ＩＬＳ）供用再開
12月26日 青森～東京便増便（４往復へ）

４年７月18日 運用時間が13時間（８時～21時）となる
青森～名古屋便就航

10月１日 空港ターミナルビル増築完成（国際線対応施設）
５年３月30日 空港管理事務所増築完成
６年９月４日 全日空　青森～東京便（１往復）就航、ダブルトラッキングとなる

青森～東京便５往復となる（ＪＡＳ４往復、ＡＮＡ１往復）
青森～大阪（関西空港）便就航（１往復）

⑵ 新　空　港
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年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　項
７年３月15日 青森～福岡便就航（週３往復）

４月２日 青森～ソウル便就航（週３往復）、「税関空港」、「検疫飛行場」に指定される
厚生省仙台検疫所青森空港出張所開所

４月５日 青森～ハバロフスク便就航（週１往復）
６月１日 青森～名古屋便、青森～札幌便増便（各１往復増便）

ボーディングブリッジ１基増設し、スポット２、３、４の３基となる
７月１日 大蔵省函館税関青森税関支署青森空港出張所開所
９月27日 青森～ハバロフスク便運航休止
11月30日 空港ターミナルビル増築完成

８年３月28日 エプロン拡張部分供用開始（55,000㎡→57,082.5㎡）
４月２日 青森～広島便就航（週３往復）
４月３日 青森～ソウル便増便（週４往復へ）
４月17日 青森～ハバロフスク便増便（週２往復へ）、運航再開
６月１日 青森～福岡便増便（週４往復へ）
９月29日 青森～ハバロフスク便運航休止
12月16日 青森～ソウル便減便（週３往復へ）

９年４月27日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月１日 青森～東京便１往復増便（JAS１往復増便、６往復へ）
９月12日 青森～名古屋便増便（ANA１往復就航、３往復へ）
10月１日 青森～広島便増便（週４往復へ）
10月11日 定期便利用客1,000万人達成（旧空港からの累計）
10月15日 青森～ハバロフスク便運航休止
11月16日 駐車場有料化開始
12月１日 青森～大阪（伊丹）便減便（１往復へ）

10年１月８日 青森～東京便減便（JAS１往復減便、５往復へ）
３月20日 青森～東京便増便（JAS１往復増便、６往復へ）
４月１日 青森～東京便増便（ANA１往復増便、７往復へ）
４月29日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月１日 青森～東京便増便（ANA１往復増便、８往復へ）
10月14日 青森～ハバロフスク便運航休止
11月１日 青森～沖縄便就航（奇数日運航）

青森～仙台便就航（３往復）
11月30日 青森～広島便運航休止

11年３月31日 青森～沖縄便運航休止
４月１日 青森～広島便運航再開（週４往復）
５月20日 ６番スポット供用開始
７月４日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月26日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月31日 青森～広島便、青森～仙台便運航休止
11月２日 青森～沖縄便運航再開（偶数日運航）
11月30日 全日空　青森～名古屋便運航休止

12年３月17日 全日空　青森～名古屋便運航再開
３月30日 青森～沖縄便運航休止
５月２日 青森～広島便運航再開（週４往復）
６月23日 ボーディングブリッジ１基増設し、スポット２、３，４、５の４基となる
７月２日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月17日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月29日 青森～広島便運航休止
11月２日 青森～沖縄便運航再開（偶数日運航）
11月30日 全日空　青森～名古屋便運航休止
12月28日 有料駐車場拡張部分供用開始



― � ―

年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　項
13年３月１日 全日空　青森～名古屋便運航再開

３月22日 小型機用ノースエプロン拡張部供用開始
３月30日 青森～沖縄便運航休止
３月31日 全日空　青森～名古屋便運航休止
５月１日 青森～広島便運航再開（週３往復）
６月３日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月12日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月30日 青森～広島便運航休止
11月30日 青森～大阪（関西空港）便運航休止
12月４日 ターミナルビル前交通島供用開始

14年５月３日 青森～広島便運航再開（週３往復）
７月１日 運用時間が14時間（７時30分～21時30分）となる

青森～東京便増便（ＪＡＳ１往復増便、９往復へ）、ナイトステイ実施
７月３日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月15日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月１日 青森～東京便減便（ＡＮＡ１往復減便、８往復へ）
10月29日 青森～広島便運航休止

15年２月２日 青森～沖縄便運航再開（偶数日運航）
３月18日 灯器整備作業所（メンテナンスショップ）完成
３月30日 青森～沖縄便運航休止
４月24日 全日空　青森～東京便運航休止（２往復）
４月25日 スカイマークエアラインズ　青森～東京便（２往復）就航
７月２日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月17日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月１日 航空管制官による管制業務開始

青森～大阪（関西空港）便運航再開（１往復）
10月31日 青森～大阪（関西空港）便運航休止
11月30日 スカイマークエアラインズ　青森～東京便運航休止（東京便６往復へ）

16年１月１日 保安検査場（X­－ray）増設（１基→２基）
４月１日 航空会社の統合により国内各路線は日本航空ジャパンの運航となる
７月４日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
７月16日 日本エアコミューター　青森～大阪（伊丹）便（１往復）就航
８月31日 日本エアコミューター　青森～大阪（伊丹）便運航休止
９月15日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月１日 青森～大阪（関西空港）便運航再開（１往復）
10月31日 青森～大阪（関西空港）便運航休止

17年２月17日 中部国際空港開港、青森～名古屋便は青森～中部便となる
３月18日 青森～東京便減便（ＪＡL１往復減便、５往復へ）
３月18日 電源局舎増築完成
４月14日 滑走路延長供用開始（2,500ｍ→3,000m）
７月３日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
９月15日 青森～ハバロフスク便運航休止（９月14日欠航により臨時便運航）
10月６日 青森～大阪（関西空港）便運航再開（１往復）
11月６日 青森～大阪（関西空港）便運航休止
11月21日 県道青森浪岡線「高田バイパス」開通
12月１日 青森～東京便増便（ＪＡL１往復増便、６往復へ）
12月28日 立体駐車場本体供用開始（青森浪岡線交通連携推進事業により整備）

18年３月28日 青森～ソウル便増便 （週４往復へ）
７月16日 青森～ハバロフスク便運航再開（週２往復）
８月23日 青森～ハバロフスク便運航休止
10月１日 青森～大阪（関西空港）便運航再開（１往復）
10月31日 青森～大阪（関西空港）便運航休止
11月１日 立体駐車場連絡通路供用開始

19年３月15日 計器着陸システム「CAT－Ⅲa」供用開始
10月１日 青森～福岡便運航休止

20年３月31日 青森～ソウル便 月曜就航（火→月）
10月26日 青森～ソウル便 運航ダイヤ変更（月→火）

21年３月29日 青森～ソウル便 運航ダイヤ変更（火→月）
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３　空港の現状３　空港の現状
⑴　空港の名称	 青森空港
⑵　空港設置者	 青森県
⑶　空港管理者	 青森県
⑷　空港の位置	
　　所在地	 青森市大字大谷字小谷１－５
　　標点の位置及び標高	 北緯　 40° 44′ 00″
	 東経　 140° 41′ 19″
　　標高	 198．1 ｍ
　　滑走路の方位	 北 51° 54′ 33″ 東（真方位）
⑸　空港の種類	 陸上飛行場
⑹　着陸帯の等級	 Ａ級
⑺　運用時間　	 ７時 30 分～ 21 時 30 分
⑻　飛行場総面積	 2, 413, 964㎡（告示面積）
⑼　空港の施設

　①　基本施設（県管理）　

　②　飛行場照明施設（県管理）

着陸帯 3, 120ｍ×300ｍ

滑走路 3, 000ｍ×60ｍ

誘導路 3, 506ｍ×30ｍ
エプロン 370ｍ×193. 5ｍ（71, 595. 0㎡）

６バース（大型３、中型１、小型２）

小型機用誘導路 162. 2ｍ×９ｍ

小型機用エプロン 13バース（9, 898. 0㎡）

滑走路灯 100 灯 接地帯灯 180灯

過走帯灯 10 灯 滑走路中心線灯 199灯

進入灯 281 灯 風向灯 ２基

　標準式進入灯（24 側） 166 灯 誘導路灯 320灯

　側列灯（24側） 64灯 誘導路中心線灯 376灯

　簡易式進入灯（06側） 51灯 誘導案内灯 21灯

旋回灯 ９灯 停止線灯 84灯

滑走路末端補助灯 10灯 滑走路警戒灯 12灯

滑走路末端灯 46灯 飛行場灯台 １基

連鎖式閃光灯 29灯 航空障害灯 13基

進入角指示灯 ８灯 エプロン照明灯 12基

滑走路距離灯 18灯
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　③　電源施設（県管理）

　④　消防施設（県管理）

　⑤　航空保安無線施設（国管理）

　⑥　空港気象施設（国管理）

　⑦　ターミナル施設

電源局舎　　　　　鉄筋コンクリート造平家建 896. 5㎡

受配電制御機器 １式

予備発電設備（625kVA） １式

灯器整備作業所　　鉄骨造平家建一部２階建 415. 86㎡

大型化学消防車 ３台

救急医療資機材搬送車（フルトレーラ式125型） １台

貯水槽（40ｔ） 16基

ＶＯＲ（超短波全方向無線標識施設） １式

DＭＥ（距離測定装置） １式

ＩＬＳ（計器着陸装置） １式

ＳＳＲ（二次監視レーダー装置） １式

観測施設
　水銀指示気圧計、風車型風向風速計、隔温湿圧計、
　雲高測定器、滑走路視距離観測装置、航空用降雨計

１式

通信施設
L／ADESSデータ処理端末装置、雲画像処理装置、ＦＡＸ交換
装置、テレタイプ中継装置、航空気象情報配信装置

１式

空港ターミナルビル（青森空港ビル株式会社管理）
　鉄筋コンクリート造２階建一部３階建
　ボーディングブリッジ

11, 011. 89㎡
４基

貨物ターミナルビル　鉄骨造平家建 1, 067. 75㎡

燻蒸・焼却炉施設 １式

給油施設
　ジェット燃料　200klタンク
　小型機用燃料給油施設

２基
１式
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　⑧　駐車場（県管理）

　⑨　航空局庁舎・管制塔（国管理）

　⑩　その他の建物

有料駐車場　　　　（1, 629台） 29, 999. 00㎡

うち立体駐車場（1, 076台）　　鉄骨造３階建一部４階建 延面積  22, 145. 39㎡

うち連絡通路　　　　　　　　　延長58. 7ｍ 延面積       276. 79㎡

　鉄筋コンクリート造２階建一部６階建
（東京航空局青森空港出張所、仙台航空測候所青森空港出張所）

消防隊事務所（県管理）　　　　　　　　　　木造２階建 155. 94㎡

消防車庫（県管理）　　　　　　　　　　　　鉄骨造平家建 546㎡

除雪車庫（県管理）　　　　　　　　　　　　鉄骨造平家建 372㎡

管理車両車庫（県管理）　　　　　　　　　　鉄骨造平家建２棟 計　156. 9㎡

パッセンジャーステップ車車庫（県管理）　　鉄骨造平家建 72㎡

警察航空隊格納庫、事務所 1, 021. 6㎡

防災航空センター格納庫、事務所 1, 132. 3㎡

小型機格納庫 ４棟
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４　青森空港管理事務所の組織４　青森空港管理事務所の組織

⑴ 所掌事務
　　一　空港施設の建設及び管理に関すること。

　　二　航空機の着陸料及び停留料、駐車料並びに土地使用料の徴収に関すること。

⑵ 組織図

⑶ 職員数

所　長

次　長

電気施設課総 務 課 土木施設課

課長　１
主幹　１
主査　２
技師　２
　計　６名

課長　１
主幹　１
主査　２
技師　１
　計　５名

課長　１
主幹　２
主査　１
　計　４名

非常勤事務員　２
非常勤嘱託員　４

参　

事

次　

長

副
参
事

総
括
主
幹

主　

幹

主　

査

技　

師

小　

計

非
常
勤
事
務
員

非
常
勤
嘱
託
員

合　

計

1 1 1 2 4 5 3 17 2 4 23
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５　空港関係官公署及び民間事業所５　空港関係官公署及び民間事業所
⑴ 空港関係官公署

⑵ 航空会社

⑶ 空港関連事業所

官　　　公　　　署　　　名 住　　　　　　　　　所 電 話 番 号
国土交通省東京航空局青森空港出張所 青森市大字大谷字小谷１–303 017–739–2240
法務省仙台入国管理局青森出張所 青森市長島１–３–５ 017–777–2939
　　（青森空港事務室） 017–729–0755
財務省函館税関青森税関支署 青森市青柳１–１–２ 017–734–0780
　　（青森空港出張所） 017–739–2008
厚生労働省仙台検疫所青森出張所 青森市青柳１–１–２ 017–722–7687
　　（青森空港出張所） 017–729–0911
農林水産省動物検疫所仙台空港出張所 宮城県名取市下増田南原 022–383–2302
　　（青森空港事務室） 017–729–1246
農林水産省横浜植物防疫所塩釜支所青森出張所 青森市青柳１–１–２ 017–777–4656
　　（青森空港事務室） 017–729–1359
気象庁仙台航空測候所青森空港出張所 青森市大字大谷字小谷１–303 017–739–2241
青森県警察本部警察航空隊 青森市大字大谷字山内６ 017–739–8124
青森警察署青森空港警備派出所 青森市大字大谷字小谷１–５ 017–739–8842
青森県防災航空センター 青森市大字大谷字小谷６–128 017–729–0355

名　　　　　　　　　　　称 電　　話　　番　　号
株式会社日本航空インターナショナル青森支店 017–773–2188
　　（青森空港所） 017–739–2140
株式会社大韓航空青森支店 017–732–3313
　　（青森空港事務所） 017–729–0511

事　　　業　　　所　　　名 電　　話　　番　　号
青森空港ビル株式会社 017–739-2000
弘済企業株式会社青森営業所 017–739-6280
有限会社船水礦油販売 017–739–3741
東北測量株式会社航空部 017–739–3709
パイオニア航空株式会社 0178–25–1555
　　（格納庫） 017–729–2555
興陽電設株式会社青森支店（電源局舎） 017–741–5990
青森綜合警備保障株式会社（警備） 017–739-9791
青森千代田株式会社青森支店（空港消防隊） 017-775–3192




